
ウ
ォ
"
'
チ
,
・

と
訴
え
た
。

萩
原
会
長
は
、
一
部
の
一
局
校

試

を
対
象
に
独
自
に
実
施
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
で
、
大
学
入
試
セ
ン

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
へ
の
タ
ー
か
ら
委
託
さ
れ
た
民
問
事

記
述
式
問
題
入
を
巡
り
、
参
業
者
の
採
点
体
制
や
機
密
保
持

院
文
教
科
学
委
員
会
で
十
九
な
ど
を
委
視
す
る
回
答
が
目

貝
高
校
関
係
者
ら
四
人
の
参
立
っ
た
と
指
摘
。
「
ず
さ
ん
な

考
人
質
疑
が
あ
っ
た
。
全
国
の
入
試
で
生
徒
の
努
力
を
ふ
い
に

国
公
私
立
高
校
の
校
長
で
つ
く
し
な
い
よ
う
お
願
い
し
た
い
」

る
全
国
局
等
学
校
長
協
会
の
萩
と
強
調
し
た
。

原
聡
会
長
は
、
各
地
か
ら
採
点
記
述
式
入
を
見
送
る
べ
き

体
制
な
ど
に
懸
念
の
声
が
上
が
か
と
い
う
問
い
に
は
「
最
終
的

つ
て
い
る
と
し
て
「
生
徒
が
安
に
は
文
部
科
学
省
で
判
断
を
い

心
、
信
頼
し
て
受
験
で
き
る
制
た
だ
き
た
い
。
今
の
段
階
で
言

し
、
鑑

に
と
ど
め
た
。

一
方
、
私
立
校
で
つ
く
る
日

本
私
立
中
学
高
等
学
校
連
合
会

の
吉
田
晋
会
長
は
、
生
徒
が
既

に
、
入
を
前
提
に
勉
強
を
進
め

て
い
る
な
ど
と
し
て
「
絶
対
に

実
行
す
べ
き
だ
」
と
語
っ
た
。

日
本
近
代
文
学
を
専
門
と

し
、
入
試
に
詳
し
い
福
井
県
立

大
の
木
村
小
夜
教
授
と
日
本
大

の
紅
野
謙
介
教
授
も
参
考
人
に

な
っ
た
。
木
製
授
は
「
記
述

式
に
は
致
命
的
な
問
題
点
が
あ

る
。
申
止
す
る
以
外
な
い
」
と

指
摘
。
紅
野
教
授
は
「
最
初
の

(
九
己
、
妻
志
の
ぶ
さ
ん
(
九
弓
、

息
子
の
太
喜
雄
さ
ん
(
七
0
)
の
'

体
が
見
つ
か
っ
た
事
件
で
、
志

の
ぶ
さ
ん
が
要
介
護
1
、
芳
雄

さ
ん
は
要
支
援
2
の
認
定
を
受

け
て
お
り
、
介
護
や
支
援
が
必

要
な
状
態
だ
っ
た
こ
と
が
、
市

へ
の
取
材
で
分
か
っ
た
。
太
喜

雄
さ
ん
は
脳
梗
塞
の
後
是
で

足
が
不
自
由
だ
っ
た
。
県
は
、

三
人
の
身
の
回
り
の
世
話
を
担

つ
て
い
た
太
喜
雄
さ
ん
、
の
妻
政

子
容
疑
者
(
七
一
)
・
太
喜
雄
さ
ん

へ
の
殺
人
容
疑
で
逮
捕
r
が
介

護
の
負
担
を
感
じ
て
い
た
可
能

部
低
下
が
認
め
ら
れ
、
何
ら
か

の
支
援
が
必
要
な
状
態

0

志
の
ぷ
さ
ん
は
介
護
保
険
サ

ー
ピ
ス
を
利
用
し
て
い
た
が
、

芳
雄
さ
ん
、
太
喜
雄
さ
ん
は
利
玉
県
は
詳
細
が
分
か
ら
な
か

用
L
て
い
な
か
っ
た
。
誘
の
っ
た
た
め
、
事
件
前
に
こ
の
情

住
民
ら
の
話
で
は
、
政
子
容
疑
報
を
新
潟
県
と
共
有
し
て
い

者
が
、
太
喜
雄
さ
ん
の
会
社
の
な
か
っ
た
。

送
り
迎
え
や
芳
雄
さ
ん
と
志
の
斎
藤
容
疑
者
は
十
八
貝
新

ぶ
さ
ん
の
流
動
食
の
世
話
な
ど
潟
禹
で
逮
捕
さ
れ
た
際
、
衣

を
し
て
い
た
。
服
に
血
痕
の
よ
う
な
も
の
が
複

/
数
付
い
て
い
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
・

被
害
女
性
と
接
点
か
一
宮
の
多
重
事
故

新
潟
綬
人
容
疑
の
男
無
免
許
運
転
疑
い

埼
時

'
一
上
ネ
ξ

.
、

距

万

2
0
0
@
円
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佑

万
円
マ
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田
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ゑ

瀬
フ
ミ
エ
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円
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1
万
円
▽
伊
亀
忠

口
礼
子
 
5
0
0
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円
,

0

=
り
.

〒
.

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
サ
イ
ト
京
地
検
笈
部
に
逮
捕
さ
れ
て
と
、
被
告
は
「
清

1
 
「
4
C
L
U
B
」
で
販
売
す
る
か
ら
一
年
と
な
っ
た
十
九
貝
称
し
、
主
催
者
に

"
商
品
約
三
万
六
烝
の
中
か
ら
弁
護
団
は
声
明
を
発
表
し
、
知
人
の
男
性
と
会

れ
た
口
中
を
め
「
こ
ー
よ
。
こ
、
こ
。

超
の
損
害
賠
を
求
め
詣
部
べ
き
だ
と
主
張
し
て
い
る
。

ル
イ
ジ
ア
ナ
州
の
連
邦
地
裁
に
本
郵
船
は
取
材
に
「
事
実
関

提
訴
し
た
。
A
P
通
信
が
伝
え
を
確
認
申
」
と
し
て
い
る
。

た
。
事
故
は
一
七
年
六
月
十

(
0
1
2
0
)
 
7
0
8
8
8
3

野
の
山
に
キ
ノ
コ
採
り
に
行
っ
た
と
し
て
、
約

つ
た
同
市
の
無
職
女
性
(
八
0
)
が
主
回
収
す
る
と
発

責
任
を
負

し
て
、
運
航

冒
レ
一
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